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生徒の賜物を育む学校図書館 
～子どもが自ら発案し、実行できる場～ 
大阪府 清教学園中学校・高等学校 

 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 河内長野市末広町 623 

児童生徒数 1,660 人 

教職員数 160 人 

蔵書数 69,335 冊 

年間貸出冊数 37,012 冊 

  
【テーマ】計画的・組織的な運営・活用 

【活動のねらい】 

 本離れ、人との関わりが薄くなりつつある現代で、図書館が発信し、
人を呼び集め、本の良さ、楽しさを知ってもらい、伝える事の大切さ、
調べる事の楽しさを知ってもらう。 

 図書館を訪れることで、自分以外の人がどんな事に興味・関心があ
るのかがわかり、今まで興味がなかった、知らない世界を知ることが
できる。図書館は行きたくなる場所、行けば何かが見つかる場所。 

 
 
 

（1）図書館利用ガイダンス 

 ４月に利用案内ガイダンスを司書教諭と司書

と図書委員で実施。自分のオススメ本紹介、『本

をつなげるプロジェクト』募集中の呼びかけ・

ツイッター紹介をする。 

 

（２）本をつなげるプロジェクト 

 朝の読書（10 分間）の時間に、各教室で人と

本をつなげるプロジェクトを実施。有志生徒に

よる自主的な活動。 

本をつなげるプロジェクト 
 

（３）ストーリーテリング 

 司書教諭と司書が中学校の各教室でストーリ

ーテリングを３ヵ月に１回実施。 

 

（４）コーナー展示 

 話題本などを月に１回～２回司書教諭と司書

と有志生徒が展示。 

 

（５）リブラリア探険 

 本校の有志生徒による、幼稚園生との交流会を

年に３回～４回実施。絵本の読み聞かせや、手

遊び歌で交流を行う。 

リブラリア探検の様子 
 

（６）自分のオススメ本で本棚、ポップ作成 

 有志生徒が自分で『本棚』作成や『ポップ』と

本を図書館で展示。取り組みたい生徒が取り組

みたい時に取り組みたい事を実行する。 

 

（７）同窓会行事ホームカミング DAY 

 同窓会の行事ホームカミング DAY で、有志生

徒が小さい子どもに絵本の読み聞かせ、手遊び

歌、工作、折り紙で交流も行う。 

 

（８）夏休み小学生対象の調べ学習教室 

 夏休みの１日で地域の小学生（高学年）に呼び

かけて、調べ学習を実施。各自本棚に行き、調

べたいテーマを見つけ、画用紙にまとめて最後

は全員発表する。 
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（９）本の森 学校図書館リブラリアを探険しよう 

 地域の小学５年生限定の体験。日本十進分類法

について勉強し、自分のミニ図書館を作る。 

 

（10）ビブリオバトル 

 「ビブリオバトル」を中学生、高校生で実施。

学校代表に選ばれた生徒は、大会に出場。 

ビブリオバトル 
 

（11）図書館クイズ 

 図書館の資料を使えばすぐにわかる問題を図

書館スタッフが作成して取り組ませる。年に４

回開催。全問正解者には賞品あり。 

図書館リブラリアクイズ 
 

（12）図書館でクリスマス会 

 12 月に教員にも協力してもらいクリスマス会

を実施。お話、音楽会、物づくりを実施。 

教員の協力によるクリスマス音楽会 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 大人だけでやれば手際よく、時間もかからずに

できるかもしれないがどんな事でも中学生・高

校生に呼びかけて、生徒が自主的、能動的に行

動するように一緒に取り組む事を大切にして

いる。 

 生徒が何気なく話したことを実現させる。高校

野球部による絵本の読み聞かせも最初は幼稚

園との交流で使った本を机に置いていたら部

活までの待ち時間を退屈していた野球部が勝

手に自分たちで読み聞かせをしていて周囲の

生徒達が楽しんでいたので、それを教室でやっ

てみないかと誘ったのがきっかけ。今年で 4 年

目になり野球部の伝統として引き継がれてい

る。 

 生徒からの「図書館まで遠いです。来てもすぐ

に帰らないと授業に遅れるし…どうにかして

欲しいです。」との悩みの声から何とかできな

いか、改善策を生徒達と考え、移動図書館を計

画中。移動図書館をどの場所でするか、どの時

間帯がいいのかなどまだまだ実行するまでに

考える事はあるが実現に向けて進めている。 

 
 

 
 

 学年の壁が取れ、中学生、高校生の壁も取れて、

交流することで、勉強を教えてもらう、本のオ

ススメあいをする、本の話題で盛り上がるまで

に親密になる生徒もいる。 

 図書館は何か目的があって行く子もいれば、目

的はないけれど行けば何か見つかる、何かホッ

とできる場所になることが大事だと思う。今後

も居心地の良い図書館を目指していこうと思

う。 

 年間の総貸出数は、2006 年度との比較で、

2018 年度は約 10 倍に増加した。2018 年度

の総貸出数は 37,012 冊で、2017 年度に比べ

て、約 2,784 冊増加。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 


